

Ⅴ　祖父母をはじめ、子育てを支援する幅広い年代の方を対象にしたプログラム
親への接し方・子育てアドバイス
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対象：地域の大人
時間：60分程度
	ねらい
	〇　子育て中の親へのかかわり方や相手が受け入れやすい支援のあり方について考える。

	実施のポイント
（評価など）
	〇　支援をしていく上で、子育て中の親の話をしっかり聞いて気持ちを受け止めること、親のがんばりを認めることも大切であることに気付くことができる。

	事前準備
	○　あらかじめ4名程度のグループに分かれておく。
（参加者の年齢や性別ができるだけ偏らないようにする。）
〇　筆記用具　　〇　ワークシート　　〇　アンケート用紙（必要に応じて）　　○　３つの約束
○　資料　　○　油性マーカー　　○　時計（必要に応じて）　　○　名札（必要に応じて）
○　机上札（必要に応じて）

	時　間
	学習活動
	学習活動のねらい（◎）とポイント（・）
	準備物

	　10分導 入

	・ワークの趣旨説明
・３つの約束
・アイスブレイク
（自己紹介）
	・ねらい、流れ等について説明する。
・３つの約束を守るように周知する。
・自己紹介により互いに親近感がもてるようにする。
	３つの約束

	15分展 開



	ワーク１


・エピソードをもとにグループで話し合う。
	◎自分の思いを考えることやグループでそれぞれの考えを聞くことを通して、自分の受け止め方や考え方について振り返ることをねらいとする。
・エピソードを読んで、考えたことをワークシートに記入する。
・自分に自信がもてない親の気持ちを聞いたときの受け答えを考え、ワークシートに記入する。
・グループごとに進行役を決めて話し合う。
	ワークシート

	20分

	ワーク２


・エピソードをもとにグループで話し合う。
	◎子育て中の親の気持ちを受け止めること、親のがんばりを認めることが大切であることに気付くことをねらいとする。
・エピソードを読んで、考えたことをワークシートに記入する。
・子どものことを思って自分はがんばっているのに、うまくいかないと思っている親の対応についてどう思うか、また自分ならどのように答えるかを考え、ワークシートに記入する。
・グループごとに進行役を決めて話し合う。
	ワークシート

	10分
	資料紹介


・子育て意識に関する資料の説明を聞く。
・資料２の印を付けた項目を共有する。
	◎多くの親は子育てに不安をもっており、支援していく必要があることに気付くことをねらいとする。
・資料１から、多くの親が子育てに不安をもっていることを知る。
・資料２から、親が話しやすく、思いや気持ちを整理できるような「聞き方」を知り、自身ができそうなことに印を付ける。
	


資料１

資料２

	　５分まとめ

	ふりかえり


・できることを記入する。
・発表し合い、共有する。
	◎活動をふりかえり、自分自身の意識の変化や高まりに気付くことができることをねらいとする。
・今日の学習をとおして、自分の中で感じたことや考えが変わったことについてワークシートに記入し、グループで共有する。
・時間があれば、全体で感想を共有する。
・参加者が学習に取り組んだこと自体が大変すばらしいことであることを伝える。
・よい聞き方は日常のコミュニケーションにおいても大切であることを伝える。
	ワークシート






